
船　橋　市　野　球　協　会　少　年　学　童　部　規　約

第　１　章　総　則

　第 １ 条　当部は、船橋市野球協会少年学童部と称し、千葉県野球協会船橋支部･船橋市野球
            協会に所属する。

　第 ２ 条　当部は、事務所を理事長宅におく。

第　２　章　目的及び事業

　第 ３ 条　当部は、船橋市市内に居住する小学生年齢層の少年少女（以下「学童」という）を
            中心に編成され且つ当部の登録認定を受けた軟式野球クラブチーム（以下「会員」
            という）を統括し、少年野球の興隆発展に努め、学童の健全な育成及び体位の向上
            と相互の親睦を図り、もって地域社会の発展に寄与することを目的とする。

　第 ４ 条　当部は、前条の目的を達成するため次の事業を行う。

    　（１）少年野球大会の主催及び後援

    　（２）会員の連絡指導並びに助成

    　（３）代表チーム及び選手の選考並びに優秀チーム･選手及び功労者の表彰

    　（４）少年野球の技術の向上のための調査、研究並びに指導

    　（５）指導者の資質向上

    　（６）その他目的を達成するための必要な事項

第　３　章　会　員

  第 ５ 条　当部の会員は、当部指定の登録認定手続を了した少年軟式野球クラブチームとする。

  第 ６ 条　当部への入会条件は、船橋市内に居住又は勤務する満年齢２０歳以上の成人による
            代表者の指導監督の下、心身堅固にして他の模範となる野球愛好の学童をもって
            編成された野球クラブチームとする。

第　４　章　組　織

  第 ７ 条　当部には、次の支部を設置する。

    　（１）第一支部

    　（２）第二支部

  第 ８ 条　総会で承認された場合には、支部構成を変更することができる。

  第 ９ 条　支部の設置、組織等については別途に定める支部設置規程による。

第　５　章　入会及び脱会

  第１０条　当部の会員となるには、当部所定の登録申込書をその所在地の支部を通じ、
            当部事務局に提出する。

     　 ②　支部及び当部事務局はその資格を審査しなければならない。

　第１１条　前条の登録申込を受理した当部事務局は、直ちに総会に会員の登録認定を
            上程しなければならない。

     　 ②　総会における登録認定とともに、申込者は当部の会員資格を取得する。

     　 ③　前２項の総会における登録認定決議は、代表者会議における承認をもって、
            これに代えることができる。

  第１２条　会員は、その登録事項に異動が生じた時は、速やかに所属支部を通じ、
            当部事務局へその旨を届出なければならない。

  第１３条　会員の登録有効期間は４月１日より翌年３月３１日迄の１ヶ年間とし、
            中途入会の場合の有効期間も同様とする。

  第１４条　登録は、更新登録と新規登録とに区分する。

      　②　更新登録は毎年３月末日迄にその手続をするものとし、手続完了とともにその年度
            の会員の資格を取得する。

     　 ③　会員は登録認定と同時に所定の新規入会金及び年間登録費を納入しなければ
            ならない。但し、更新登録時には年間登録費のみ納入する。

      　④　新規入会金及び年間登録費の金額は、常任理事会においてこれを定める。

      　⑤　新規入会金及び年間登録費は中途脱会又は除名その他理由の如何を問わず、
            これを返戻しない。



　第１５条　会員は、各自その構成員全員を財団法人スポーツ安全協会傷害保険に加入させな
            ければならない。

　第１６条　会員は、次の事項の１つに該当するときは、その資格を喪失する。

   　 （１）第６条に定める条件を具備しなくなって、所属支部及び事務局が不適格と認めた
            とき

      （２）自ら脱会の意思を表明したとき

      （３）１年以上更新登録の手続をしないとき

      （４）除名の処分を執られたとき

      　②　前項により会員資格を喪失したクラブが再登録の依頼をするときは、新規登録と
            して扱う。

第　６　章　役　員

  第１７条　当部に次の役員を置く。

      （１）理事長１名

      （２）副理事長若干名

  　　（３）常任理事若干名

      （４）会計理事１名（経理部長）

      （５）理事若干名

      （６）監事（会計監査）若干名

      （７）顧問若干名

      　②　前項の外、大会又は事業の都度必要に応じ、大会会長･大会実行委員等若干名を
            置くことができる。

　第１８条　理事長及び副理事長は総会で推挙する。

      　②　理事長は当部を代表し、会務を統括する。

      　③　副理事長は理事長を補佐し、理事長に事故があるときはその職務を代行する。

　第１９条　理事は各支部より若干名ずつ推薦し、総会の承認を経て理事長が委嘱する。

      　②　前項の外、理事長が必要と認めたときは、総会の承認を経て理事を指名委嘱する
            ことができる。

     　 ③　理事は理事会を構成し、総会の議決に基づき会務を掌理する。

　第２０条　常任理事及び会計理事は理事より選出し、理事長及び副理事長とともに常任理事
            会を構成する。

      　②　常任理事は理事長を補佐し、当部の事業の企画執行に当る。

      　③　会計理事は会計を担当する。

　第２１条　監事は総会において選出し、理事長が委嘱する。

      　②　監事は会計を監査し、総会においてその報告を行う。

  第２２条　顧問は理事長の推薦により、理事長が委嘱する。

      　②　顧問は理事長の諮問に応じ、会務に参与する。

  第２３条　役員の任期は２年とし、年度当初に招集する総会で改選する。但し、再任を妨げ
            ない。

      　②　補欠又は増員により就任した役員の任期は、他の役員の残存期間と同一とする。

第　７　章　会　議

  第２４条　当部の会議は総会、代表･監督会議、理事会、常任理事会及び部長会とする。

  第２５条　総会は毎年１回定時に招集する。但し、理事長が必要と認めたときは臨時に招集
            することができる。

     　 ②　総会は理事長が招集する。

     　 ③　総会の議長は出席会員の互選による。

  第２６条　総会は会員に登録された代表者（以下「代表者」という）の半数以上が出席し、
            その議事は出席者の過半数をもって決する。可否同数の場合は議長がこれを決する。

      　②　総会に出席できない代表者は、別添の委任状を理事長宛てに提出しなければならない。



  第２７条　総会は次の事項を審議決定する。

      （１）会員の登録認定

      （２）年間事業並びに収支決算報告

      （３）年間事業計画並びに収支予算承認

      （４）役員の選出及び承認

      （５）規約の改正

      （６）その他必要な事項

  第２８条　代表・監督会議は、当部の主催する公式大会前に理事長が招集する。

      　②　代表・監督会議は、公式大会の運営に関する事項を審議決定する。

  第２９条　理事会及び常任理事会は必要に応じ理事長が招集し、その議長となる。

  第３０条　理事会及び常任理事会は各構成員の半数以上が出席し、その議事は出席者の
            過半数をもって決する。可否同数の場合は議長がこれを決する。

     　 ②　議決権の代理行使については、第26条第2項を準用する。

  第３１条　理事会は、本規約で規定された事項、総会において議決された事項及び常任理事会
            より委嘱された事項につき審議遂行する。

  第３２条　常任理事会は本規約で規定された事項及び総会において議決された事項を審議し、
            理事会の議決を要するものは理事会に委嘱する。

第　８　章　会　計

  第３３条　当部の会計年度は４月１日に始まり翌年３月３１日に終る。

  第３４条　当部の経費は、年間登録費･新規入会金･大会参加費･補助金･寄附金及びその他の
　　　　　　収入をもって支弁する。

  第３５条　理事長は毎会計年度歳入出予算を編成し、総会の議決を経なければならない。

     　 ②　理事長は決算書及び証票類を監事の審査に付し、総会の承認を得なければならない。

第　９　章　部　局

  第３６条　当部の事業を遂行するため次の部局を置く。

      （１）事務局

      （２）総務部

      （３）経理部

      （４）企画部

      （５）事業部

      （６）審判部

      （７）渉外部

      （８）広報部

      （９）その他、理事会が特に必要と認めた部局。（選抜チームを含む）

　第３７条　部局長は常任理事より理事長が委嘱し、総会に報告する。

  第３８条　部局は次のとおり職務を分掌する。

      （１）事務局は、本規約に定める事項の外、事務連絡その他の事務を遂行する。

      （２）総務部は、会議、大会その他の事業の進行を担当する外、当部の庶務を掌理する。

      （３）経理部は、当部の財産を管理する。但し、経理部長は会計理事が兼務する。

      （４）企画部は、当部の事業目的遂行の為、その企画執行にあたる。

      （５）事業部は、当部の主催する大会その他の事業の運営にあたる。

      （６）審判部は、審判部会を組織し、当部の主催する大会における試合審判に関する
　　　　　　一切の権限を有する。

      （７）渉外部は、関係行政機関及びスポンサーとの交渉にあたる。

      （８）広報部は、当部の広報、事業活動に関する記録の保持及び当部のホームページの
　　　　　　管理・運営を行う。

第 １０ 章　附　則

　第３９条　本規約の改正は、総会の決議を経なければならない。

　第４０条　本規約執行上、必要なる細則は理事会でこれを定める。

      　②　大会に関する事項は、別途定める大会規程による。

      　③　審判部会に関する事項は、別途定める審判部規程による。

　第４１条　本規約は２０２３年４月１日より施行する。


